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「安全都市」王子塚市はも 10月 12日午後 2 待から市民センター大ホーノLで、安全協議会主催の交通安全市民大会を関催し、交通安全意識を高める

「害事故のないまち王子塚J 念ねがう多くの市民の参加を期待しております。とともに事故のないまち作りを進めます。

期
待
を
か
け
る

こ
つ
の
「
行
叫

。
-
交
遜
安
全
と
閉
由
連
協
会

こ
の
十
一
日
か
ら
二
十
日
に
わ
た
担
、
秋
季

の
金
感
受
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
る
と
と
は

ど
議
知
で
し
ょ
う
。

特
に
、
夜
遂
事
紋
の
累
増
は
げ
し
く
、
夜
道

戦
争
だ
と
か
、
走
る
凶
露
だ
と
か
、
好
も
し
か

ら
ざ
る
声
が
誌
に
欝
こ
え
て
い
る
こ
ん
に
ち
、

今
季
の
こ
の
運
動
が
、
億
例
の
お
古
ま

P

の
、
お
役
所
行
事
で
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
し
、
ま
た
、
特
に
本
市
の
場
合
は
、
全
市
口
出
場
げ
て
の
市
民
運
動
と
し
て
、

安
全
協
議
会
も
結
成
さ
れ
、
安
全
部
市
宮
毎
回
も
発
表
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
た

ん
に
欝
察
の
受
鴇
刷
機
即
聞
の
取
締
り
強
佑
朝
間
だ
と
か
、
夜
通
選
翰
嗣
関
係
業
者
の
、

夜
連
安
全
漣
甑
だ
と
か
、
傍
観
的
志
、
批
判
的
な
態
度
で
、
こ
の
旬
開
聞
に
の
ぞ
む

こ
と
は
、
安
全
協
議
会
の
立
掴
掛
か
ら
も
、
安
全
都
市
宣
言
の
手
ま
え
か
ら
も
、
臨
閉

じ
て
許
き
れ
な
い
と
こ
ろ
で
ナ
。

市
民
全
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
事
っ
て
い
」
の
遼
轟
を
捺
進
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
は
じ
捨
て
運
動
の
趣
旨
も
、
自
的
も
、
達
成
さ
れ
る
の
で
十
め
か
ら
、
十

一
一
日
に
催
す
市
民
大
会
開
催
の
意
障
を
充
分
に
理
解
し
て
、
多
数
の
市
民
の
か
た

が
た
が
参
加
さ
れ
、
真
に
全
市
民
運
動
た
る
の
実
績
を
示
し
て
い
た
だ
宮
た
い
の

で
あ
り
ま
す
。

町
出
建
協
会
平
塚
支
部
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
「
ナ
わ
ら
じ
瞬
間
」
の
公
演
を

行
う
こ
と
に
な
り
、
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
箆
ほ
や
函
連
協
会
の
運
動
に
共
鳴
し
て

下
ざ
る
方
が
た
に
は
、
入
場
券
も
自
民
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
ず
。

こ
れ
は
、
関
連
糟
神
の
普
及
徹
底
の
た
め
に
、
間
脳
連
協
会
の
遼
動
を
搭
迭
す
る

包
的
で
、
も
し
出
来
れ
ば
、
少
し
で
も
黒
字
を
出
し
、
さ
ら
に
運
動
を
活
溌
に
し

て
ゆ
宮
た
い
と
、
主
催
者
は
念
じ
て
い
る
の
で
、
各
方
聞
の
ど
協
蟹
を
お
ね
が
い

し
た
い
わ
け
で
す
。

間
醐
際
橋
勢
は
、
一
進
一
道
、
わ
れ
わ
れ
は
、
時
に
ひ
や
ひ
や
さ
せ
ら
れ
、
時
に

ほ
っ
と
し
た
が
ら
、
つ
ま
り
は
、
国
連
の
強
佑
を
通
じ
て
、
世
界
む
国
々
が
平
和

の
バ
ラ
ン
ス
を
俣
ち
得
る
よ
う
、
そ
の
機
能
を
充
分
に
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
切
威

し
て
い
る
の
で
す
。

わ
た
し
は
、
原
水
爆
禁
止
運
動
の
現
状
を
見
る
に
つ
け
、
頼
る
の
は
国
道
だ
け

だ
と
い
う
惑
を
深
く
し
て
お
り
ま
す

e

現
在
の
原
水
協
の
あ
り
か
た
を
部
に
す
れ

ば
、
お
そ
ら
く
誰
し
も
そ
う
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
際
水
協
の
滋

い
競
争
の
な
か
で
も
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
、
関
際
平
和
ど
こ
ろ
か
、
闘
争
を
激
化
す

る
た
め
の
お
先
き
棒
を
か
つ
ぐ
の
開
聞
は
や
め
て
、
平
和
と
友
好
と
を
第
二
識
と
す

る
震
遂
協
会
の
力
を
ひ
と
つ
に
結
察
し
、
問
国
民
全
体
の
運
動
と
し
て
、
額
遂
に
働

嘗
か
け
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
現
実
に
即
し
た
遷
動
で
あ
り
、
地
時
で
は
あ
っ
て

も
、
効
果
的
で
は
泣
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

関
通
協
会
支
部
の
運
動
が
、
そ
こ
ま
で
強
く
盛

p

上
っ
て
ほ
し
い
と
辰
吉
の
で

す
e
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市民みな事んの日ごろの成果を公

務発褒する機会、また芸術鑑賞の
機会草して開催します。参加歓迎

へ
無
償
贈
与
す

る
f
@
組
合
職
員
は
市
に
お
い
て
到
に

定
め
る
基
準
に
従
い
市
へ
受
け
入
れ
る

③
一
組
合
の
宋
収
金
と
宋
払
い
金
は
、
精

算
期
間
に
全
部
処
理
し
、
市
に
持
ち
越

さ
な
い
こ
と
注
ど
も
す
で
に
内
定
し
て

い
ま
ナ
。
一

一
一
一
千
六
百
八
十
五
の
農
家
を
対
象
と
す

る
箆
業
共
済
事
業
の
市
移
問
、
は
、
結
果

的
に
、
一
一
閉
ハ
組
合
員
一
千
八
百
十
一
一
〉

一
東
(
組
合
員
一
千
四
百
)
、
金
目
(
組

一
合
員
四
百
七
十
四
)
の
一
一
一
組
合
を
統
合

一
強
化
す
る
意
味
を
も
ち
、
農
産
諜
が
打

一
ち
出
し
て
い
る
農
業
間
体
の
統
合
堅
議

一
構
想
と
も
一
数
し
て
注
目
ナ

A
き
こ
と

こ
の
こ
と
の
お
こ
り
は
、
昨
年
十
二
月
一
済
条
例
の
公
布
と
事
業
の
繍
均
か
行
本
一

一
一
一
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
さ
曹
に
、
市
内
の

一
衛
整
業
共
済
組
合
一
揖
角
田
鎖
繕
民
ほ
か
一
た
も
の
で
す
。
一
え
る
よ
う
手
を
う
っ
て
い
ま
ず
が
、
移
一

一
一
一
一
農
業
生
護
団
体
を
犬
宮
く
し
ぼ
り
プ
顕

一

1

一
五
十
二
名
の
組
合
員
官
、
撃
の
よ
一
共
済
事
業
高
ま
ら
市
へ
う
っ
す
と
一
言
の
襲
共
済
で
は
、
陸
作
物
共
演
一
義
会
、
霊
会
、
重
一
一
器
産

ル
ペ
一
う
な
「
市
内
農
業
共
済
制
脳
会

Jの
市
移
譲
一
と
に
よ
っ
て
、
①
現
在
箆
家
が
僚
長
負
一
と
家
畜
共
僚
の
み
を
行
な
う
こ
と
と
し
一

一
一
-
一
一
樹
を
築
現
し
た
ば
か

p

で
あ
り
、ζ
ん

入
一
穏
に
す
る
陳
情
」
富
去
、

ζ

の
線
五
し
て
い
る
事
務
的
経
警
護
す
る
一
い
ま
ま
で
審
が
行
な
っ
て
宮
た
三
一

Z
共
済
組
合
の
合
体
、
市
蓄
を
一

7

一
室
置
を
こ
と
し
一
一
一
月
十
九
臼
市
議
会
緩
一
こ
と
が
で
嘗
る
、
②
共
事
昔
話
一
家
の
建
物
中
特
殊
鐙
作
物
な
ど
を
対
象
王
の
農
業
団
体
統
合
策
と
し
て
評
価
す

じ
百
常
任
委
員
会
長
抗
し
た
こ
と
に
は
一
を
効
率
的
に
行
な
う
こ
と
が
で
言
。
一
と
す
る
任
意
義
は
行
な
わ
な
い
喜
一
品
、
そ
れ
が
経
済
性
を
も
っ
凶
器
の

2
と
一
じ
まp
ま
す
。
'
一
③
共
務
対
象
と
す

A
き
農
作
物
と
家
高
一
を
と
っ
て
い
ま
ナ
。
一

一
一
一
一
統
合
と
い
う
こ
と
か
ら
意
義
は
深
い
と

f
d

い
で
八
月
十
一
貝
毒
養
護
一
完
全
引
き
受
け
が
で
曹
る
こ
と
に
な
一
ま
た
、
組
合
品
名
義
害
警
官
る
こ
と
が
で
苦
手
。

合
と
市
と
の
聞
に
、
移
設
に
関
す
る
協
一
ろ
う
。
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
一
決
め
に
よ
っ
て
、
①
編
合
の
精
算
後
の


議
書
の
調
印
が
行
な
わ
れ
、
八
月
十
一
一
ニ
ま
す
。

日
各
組
合
長
か
ら
「
農
業
共
済
組
合
が
一
市
と
し
て
は
、
共
済
事
業
の
移
時
間
受
け

行
本
っ
て
い
る
共
済
事
業
を
平
塚
市
が
一
入
れ
の
時
拐
を
、
紹
和
一
一
一
十
七
草
十
月

行
な
う
こ
と
を
申
し
出
る
」
と
の
移
譲
一
十
五
日
を
回
途
と
し
、
県
知
事
に
対
し

申
し
入
れ
蓄
が
出
さ
れ
、
郎
目
、
産
業
一
て
共
済
事
業
の
認
可
申
請
を
出
す
二
刀

常
任
委
員
会
が
こ
れ
を
了
示
、
九
月
議
"

九
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、
市
営
住
宅
一
の
泊
予
期
間
吋
か
あ
っ
た
の
で
、
今
年
ま
一

一
管
理
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
市
営
一
で
は
笑
施
し
な
か
っ
た
が
、
紹
和
一
一
一
十
一

一
住
宅
入
居
者
の
所
得
が
多
く
怠
っ
て
、
一
八
年
四
月
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。
…

一
住
宅
入
問
団
基
準
を
こ
え
た
場
合
に
割
問
増
一
マ
制
割
増
家
賃
は
、
総
収
入
布
十
時
掛
か
ら
袷
一

一
家
賃
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

E

一
与
所
得
控
除
を
韓
日
引
い
た
媛
額
を
十
二

一
ま
し
た
。
一
で
徐
し
、
更
に
扶
鐙
親
族
一
人
に
つ
古

一
割
増
家
賃
に
つ
い
て
、
建
設
課
で
は
次
一
二
千
円
を
援
引
い
再
療
が
月
収
額
と
な

臼
一
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
一
る
。
給
年
一
所
得
以
外
の
方
は
、
総
収
入

品
一
マ
市
営
住
宅
に
は
第
一
種
、
第
二
種
そ
一
年
帽
闘
を
十
二
で
除
し
、
扶
餐
家
族
一
人

口
一
れ
ぞ
れ
千
人
属
議
準
が
定
め
て
あ
り
ま
す
一
に
つ
ぎ
一
千
円
を
差
引
い
た
舗
が
月
間
以

ω
一
一
一
一
年
以
上
市
営
住
宅
に
住
ん
で
い
ら
れ
一
額
と
な
る
の
で
、
月
収
額
を
下
の
表
に

日
一
る
宅
、
入
居
童
福
宮
れ
た
所
五
て
は
め
る
と
割
潜
家
賃
か
算
出
さ
れ

7
一
得
よ
り
高
額
の
所
得
智
得
る
よ
う
に
な
一
ま
す
。

同
一
つ
量
産
、
市
営
住
宅
童
て
い
た
一
マ
以
上
の
段
差
に
つ
い
て
は
、
市
営

同
一
だ
く
か
、
翻
一
瑠
…
蓄
を
締
め
て
い
た
だ
一
住
宅
入
医
者
に
別
途
充
牙
説
明
し
て
か

高
〓
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
ら
奨
節
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
は
昭
和
三
十
四
年
に
公
営
住
宅
法
一
本
布
、
不
明
の
点
に
つ
い
て
は
建
設
課

に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
一
一
一
年
穂
一
庶
務
係
へ
お
鈎
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

月 15 日を呂途

「
農
業
共
済
組
合
の

市
移
譲
に
隠
す
る
陳
情
』

農
業
共
済
組
合
は
、
農
業
災
簿
幾
怠
事
態
を
生
じ
て
患
り
ま
す
。

抽
閣
僚
法
に
纂
づ
い
て
設
立
さ
れ
、
農
林
鏡
に
お
い
て
も
こ
の
事
を
察

農
家
の
不
慮
の
淀
一
審
を
相
互
に
矯
知
さ
れ
、
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
農
議
災

壊
し
て
樗
生
誕
に
支
障
な
か
ら
し
害
補
償
法
第
八
十
五
条
の
一
部
通

め
る
た
め
の
制
度
で
あ
り
、
国
家
圧
に
よ
り
公
営
移
管
の
方
途
を
務

も
こ
れ
に
多
額
の
交
付
金
を
支
出
じ
ら
れ
て
震
る
玩
第
で
あ
め
ま
す

し
て
事
業
の
健
全
怠
る
運
営
を
揚
が
、
私
共
は
こ
の
事
業
の
完
全
な

導
ナ
る
と
い
う
農
家
に
と
っ
て
は
る
実
施
と
発
展
の
為
、
市
に
移
管

唯
一
の
撹
筈
補
償
制
度
で
あ
り
ま
を
煩
い
強
力
な
る
指
導
の
下
に
各

ナ
。
-
e
中
略
・E
し
か
し
役
職
員
の
種
事
業
の
効
率
的
志
向
司
会
実
施
を

努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
銭
家
の
金
な
し
、
そ
の
発
援
を
阿
国
り
以
て
、

面
的
志
向
力
を
得
て
事
業
の
安
全
農
業
災
審
補
償
法
の
精
神
に
添
う

実
施
に
韮
る
に
は
未
だ
若
干
の
日
パ
き
で
あ
る
と
患
い
ま
す
。
こ
の

時
を
愛
ナ
る
も
の
と
態
わ
れ
る
の
こ
と
に
つ
い
て
は
他
の
共
済
組
合

で
あ
り
ま
ナ
。
叉
組
合
総
理
の
窃
も
大
体
同
様
怠
る
状
態
に
あ
り
、

よ
り
致
し
ま
し
で
は
、
陵
地
の
利
す
で
に
大
磯
町
、
一
一
宮
町
、
伊
ケ

用
変
更
に
よ
る
農
作
物
共
演
の
減
鱒
市
、
藤
沢
市
等
近
日
置
の
市
防
村

少
、
農
業
機
械
化
に
よ
る
家
畜
共
に
お
い
て
も
公
営
に
よ
り
事
業
の

演
事
業
の
減
少
等
、
組
合
事
務
費
完
全
実
施
を
さ
れ
て
居
る
の
で
あ

の
収
入
減
に
対
し
、
織
自
国
の
給
与
り
ま
す
。
私
共
の
共
済
問
料
合
に
お

そ
の
他
は
、
他
の
間
体
の
水
準
に
き
ま
し
で
も
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の

は
窪
ら
ず
と
も
卑
々
増
加
し
つ
つ
総
伐
会
に
お
い
て
全
員
一
致
市
移

あ
り
ま
す
。
こ
の
様
本
状
況
に
あ
管
に
関
ナ
る
賛
成
決
議
も
致
し
て

り
な
が
ら
、
一
方
共
済
組
合
は
一
居
り
ま
す
の
で
、
平
塚
市
に
お
か

股
営
利
回
体
と
累
り
、
法
に
規
定
れ
ま
し
で
も
特
段
の
御
審
議
を
以

さ
れ
た
以
外
の
事
業
は
出
来
ず
、
っ
て
悶
和
一
一
一
十
七
年
度
よ
り
公
営

私
共
は
と
の
周
一
田
打
闘
の
為
極
々
移
管
を
実
現
さ
れ
ま
す
様
陳
情
致

考
究
中
で
あP
ま
す
が
、
現
状
を
ナ
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第
で
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り
ま
す
。

以
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て
し
で
は
、
組
合
事
業
運
営
昭
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一
一
一
十
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年
十
二
月
十
九
日

に
よ
苧
耳
事
業
の
同
国
的
達
成
は
岡
山
平
塚
市
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農
業
共
涜
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合
長
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市
は
、
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内
寄
農
業
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組
合
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滑
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と
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す
る
こ
と
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つ
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援
擦
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検
討
し
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ま
し
た
が
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九
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議
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に
は
か
つ
て
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の
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引
き
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に
決
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受
け
入
れ
手
続
き
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
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て
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か
く
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塚
市
璃
畿

幾
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済
組
合
ハ
平
塚
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焔
・
土
沢
・
金
出
・
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繕
〉
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血
朝
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農
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説
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合
ハ
大
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・
神
田
・

城
島
墨
田
口
、
平
塚
市
金
百
襲
撃
釜
山
総
合
ハ
金
目
)
は
、
法
樟
表
震
約
解
散
を
と
げ
、
麓
品
購
災

害
補
僕
法
に
も
と
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く
採
済
事
業
は
、
市
が
資
任
を
も
っ
℃
行
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

A
A口の

農
援
物

と
家
憲

完
全
引
き
受
け
め
ざ
す

苦手i 増家賃の表

入居者の月収街 j 割増率 1

5 ， 001 円以上 i 30 % 

,001 P1 以上 i 

45，制限で !ω% 

円以上

子世翌聾諜 11 月 3 器 平揮子樺膏車問体量聾合金

蓄量 車 H 平瞳脅諜研究壷

琵 電車 平嘩琵欝連盟

路 曲 平樫磁曲遮音書

鞘歌時館時 平嘩和歌時朗時金

邦謹話題審 11 月 4 日 市民センター 平揮邦轟逮盤

露草 爵 襲撃滋さ申り脅

告 噛 平'揮合唱団

致時綴り 市民と歌う壷

，嵩 輯 平理波劇研究書

出土晶豊皇軍 H毘 E開 -6日 平嘩 史 重量 書

畔 制 日丹 4 閏
見術省脅え滋噛

平塚韓両協金

)11 構 11 丹事日 平嘩)11 榔協脅

綴 哩邑 H 毘 4 昌 輯路公民鰯 平嘩短 司監 生

費量 晋且 平緩茶道車問時世

寵書道・生花 日月 2 日 平軍軍書滋協合・平塚慈量革協脅

絵置聾・臨皇軍 5 毘 見F骨台骨事曹童書 平塚費補協脅

霞 畏 幸喜 民議耕究書襟脅

写 事毛 数 量教事普富聾
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密
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は
、
農
作
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八
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・
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一
一
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、
家
穏
に
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る
も
の
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一

九
・
七
九
%
で
、
農
作
物
と
家
寸
前
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農
家
会
収
入
の
な
か
で
し
め
る
都
合

い
は
八
対
二
と
出
て
い
ま
す
。
作
自

別
で
は
、
全
収
入
の
う
ち
、
①
穀
類

に
よ
る
収
入
が
一
一
一
一
一
一
・
八
五
%
、
②

そ
菜
収
入
が
二
七
・
七
八
%
、
③
い

も
綴
収
入
が
一
五
ニ
一
一
一
%
、
④
一
乳

牛
に
よ
る
収
入
が
一
二
・
九
七
%
、

⑤
養
版
収
入
が
図
・
O
五
%
、
⑤
果

樹
花
き
収
入
が
一
一
一
・
=
一
六
%
、
①
護

鶏
収
入
が
こ
・
一
一
一
九
%
の
顕
で
、
裂

物
と
そ
紫
に
よ
る
収
入
が
ム
ハ
一
%
以

上
を
し
め
、
綿
棒
二
千
一
一
一
部
八
十
閉

鎖
を
数
え
る
札
牛
の
収
入
は

4

位
、

頭
数
回
千
九
百
十
六
擦
を
数
え
る
養

豚
は
5

位
、
一
エ
十
六
万
一
一
一
千
七
百
四

十
一
一
お
が
飼
わ
れ
て
い
る
墾
鶏
は
七

位
と
な
っ
て
い
ま
ナ
。

ひ報

善努市選挙管理委員会は宮，Fl 15 日現在で行なった全
数言電査をもとにあたらしい纂本選挙人名簿をつ
くっており、これを 11月 5 白から 19 日まで一般

に公開する。時間は毎臼午前8持30分一午後 5 a寺
惨選挙権があっても、この名簿にのっていないと

投票できない。まちがいや霊堂録もれしは公開期間
中に申しあることカずできる。

静公開場所i立、議事立室内選管事務局と各支所争I:l:\
張所の窓口。名簿は 12月初日確定し、のち 1 カ

年間使う。来年の地方選にも使うことになる。
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口
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弘
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。だれにも言え
ないあなたの綴

み、心祝ごとを

そっと訴えてい

fこだく。

と者 e 毎月第 1

第3m置§待~15時
ところ~ •.. 福祉事務所応援宝

梅談箆ー …婦人民生委員ほか

穏談内容・身のうえ・健康・家庭
・住居・職業・結婚。生活・教育

その他精神的経済的問題なんでも
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題E更年金

法の改正
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喝
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告
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宮
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線
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竺〉らひ!主昭和 37年四月時自

昭和 3 7 年度E富 e 華p 3 7 年度

インフルエンザ予防接種薬インフルヱンザ予防接種築

接弱者氏名接種者氏名

~j( 1'11 領

H詰寺会 3 7 年度

インフルエンザ予隣接緩禁

~)( FII 領

衛生課は、毎年流行するインフノレ ※注意事①接種当日は入浴やはげ

エンザに、 ζ としは機先を摺j して ; しい運動なとをざけること、②

予訪措援をとることとし、次の臼 j かるい反応があらわれるととが
緩で巡翻予訪注射を行なうととを ! あるが 2~3 自で主主おる、 cr接

きめたe しかしワクチン量に限度 ! 還を受けたところは清潔にする
があるため、今回は対象者をイン ! とと。

フルエンザにかかりやすい子供と i ※予防注射巡問日程 h 

おとしよりに限定している。援種 10月 29白金恩小学校・土屋小学校

を持望ナる方は、広報紙に蹴込ん , 30日城島公民館・重量自公民館

だ援種童書(申し込み書〉に必要本 Q 31日拘筒i出張所・金田公民館

事項を釘入し、切 D取ってもより 11月 1 白11!3 公民書官・吉沢小学校

の会場へ申し込んでいただきた Q 2 白大野小学校・神間保育所

い。接種禦は 1 人 1 枚あて、用紙 Q 5 白書富士見小学校… e 町

がたりないときは市役所受付か支 , 6B八橋公民官官・松原公民館

所・出張所の窓口へ。 Q 7 白中原公民館.;æ水公民館

※対象・主主後 3 カ月以よ入学部の Q 8 日須賀公民館

子と、 60才以上の入。(盤強 Q 9B見附台武遜草語句

小中学生は磁または学校で受け j ※時潤ー各会場とも午後 1 時30分
る〉、接重量斜金は 1 人初向。 ~3G寺までの 1 時間30分。

ら嬬つま二とを

うがい牽し室長しよう

子供とおとしよりにそ予防注射領収 éD

_.-..~~-~・- -“一目ー伊田島ー

事話料 3 7 年君主

養地

<1ンフ)ì-エンザ予隣接援築

住 養地平塚市

接種者氏名 i

明

昭

所

世帯主氏名

生年月お

領収 rll
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ずみわたる青空，自にしみる赤い;)~擦の色一一

あかるく，美しく，みんなそろってじあわせに

と，おたがいの，あたたかな心を持ち寄る

それが共同募金運動ですo

どうぞことしも，一屠のお力添えをおねがL 、ぃ

?としま i-，

ことしも、箆主主望書重量さんか、募金奉仕会の方が、お宅

へおうかがL、します。ことしの平塚市の共同募金自標

額は一応 223JJ' 5000円となっています。ご協力くださ

し、。

みんなのあかるい心の運動にe
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若草 2 霊主主己完寝言存重喜善 zz t 君主;遍 2 撃鶴種種必全

長注目詩話ii詩語if点:話麟震
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昭和 37 年10J3 10 段

ずのと白け毒事大皐ら 奇縁殺生嘉勢認姦議f れ級 …・殊いは

i信号泣 3 噂ム麟関 守jE5 よき
A るが?るつよう おしい。と庭が

言語辞 53582控訴552 詩起き
方考級徒短で。、と学とけにてばのれ解級れし口
がえへとくは子で考授田る且口、特寵るさにま告は
良 b 入信j 君主将どきえ遂行こし子殊りのれっすいま
いれるれる'ßIJ もれて学ドとたど教事は、い」でか
でるとてだ指がばいのまが猶も湾福う入て 特注

担
当
横
浜
間
大
清
水
先

低下したため洪水の援いはな

君主った。

維新官官の資産斗によると

はII戸をもっていたが現在は

戸である。うち非産量家が

である。
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平塚市婦人[;ll体連絡協議会望書地区保健

衛生協力会平塚市@平塚市教育委長会

4 幕 9 場

10 月 16 日
昼の部正午開場 午後l待関y車
夜の部午後5時開場午後6i寺開演

平塚市民センタ(大ホーノレ

協会平塚支部

4幕
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